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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間における国内経済は、政府による継続的な経済政策及び日銀による金融緩和により、

企業収益や雇用環境の改善は見られるものの、為替、株価、新興国経済の減速などに伴い、依然として先行きの不

透明感が継続しております。

当社グループでは、Ｍ＆Ａの積極推進により事業規模拡大を目指しており、前期において和装宝飾事業及び卸売

事業で新たな連結子会社を加えましたが、当四半期においては卸売事業でイエリデザインプロダクツ株式会社より

横ニット企画販売部門の事業を譲り受け、業容の拡大を図ってまいりました。

当第２四半期連結累計期間の連結業績は、新規子会社の寄与もあり、売上高は125億36百万円（前年同四半期比

20.3％増）、営業利益は31百万円（前年同四半期は営業損失１億17百万円）、経常利益９百万円（前年同四半期は

経常損失１億21百万円）、親会社株主に帰属する四半期純損失30百万円（前年同四半期は親会社株主に帰属する四

半期純損失１億３百万円）となりました。

当社グループのセグメントの業績は、以下のとおりであります。

1）「美容事業」

美容事業におきましては、競合店の増加・飽和状態が続く厳しい事業環境下で、当四半期において不採算店舗

10店舗の閉鎖を実施し、人財配置を見直すほか、ＤＭ等販促活動の効率化を実施いたしました。なお、平成28年

９月30日現在の店舗数は、直営92店舗、ＦＣは５店舗となっております。

店舗数減等による影響もあり売上高は10億97百万円（前年同四半期比7.1％減）となりましたが、人員数は前年

並みを確保したため人件費比率が増加し、セグメント損失は４百万円（前年同四半期はセグメント利益11百万

円）となりました。今後は、人財確保が図られた既存店において生産性を向上させるため、前下期に設置した研

修センターでのスタッフ研修・教育を強化し、スタッフの技術力の向上、接客サービスレベルの向上に努めてま

いります。

2）「スポーツ事業」

スポーツ事業におきましては、中国地方に１店舗、関東地方に１店舗の新規出店を実施いたしました。新規店

舗では、ドミナント戦略による収益強化を図るとともに、ウィンター商品販売への偏重を是正し、新たな収益モ

デルの構築を図るため、通年型商品販売の強化を目指しております。なお、平成28年９月30日現在の店舗数は１

店舗の閉鎖もあり17店舗となっております。

売上高は、アウトドア及びＨ＆Ｂ（ヘルスアンドビューティ）販売は前年同期比105％超と堅調であったもの

の、ウェア販売が前年同期比93.5％、ダイビング商品販売が前年同期比88.7％と伸び悩みました。その結果、売

上高は14億88百万円（前年同四半期比1.4％減）となり、セグメント損失は１億30百万円（前年同四半期はセグメ

ント損失１億45百万円）となりました

3）「ＤＳＭ事業」

ＤＳＭ事業におきましては、平成28年９月30日現在の店舗数は前年同四半期の78店舗から５店舗減の73店舗と

なり、販売員の減少により売上高が減少しております。一方で、当四半期においてはセイビング会員の休眠顧客

に対する掘り起し活動を推進し、販売強化に努めてまいりました。その結果、ＤＳＭ事業の売上高は12億７百万

円（前年同四半期比6.8％減）となり、セグメント利益は21百万円（前年同四半期比9.7％減）となりました。

　

4）「和装宝飾事業」

和装宝飾事業におきましては、前期新たに子会社化した株式会社すずのきの業績が順調に推移し、売上高は53

億33百万円（前年同四半期比66.8％増）、セグメント利益は１億87百万円（前年同四半期比167.8％増）と、大幅

な増収増益となりました。

和装等小売事業では、Ｍ＆Ａ戦略による増収増益効果のみならず、既存店舗においても売上高は前年同四半期

比で102.2％と堅調に推移しておりますが、新規顧客獲得・固定顧客の安定化を図り、更なる収益拡大を目指すた

め、１店舗の新規出店、４店舗の移転・改装を実施いたしました。

なお、宝飾小売店舗では３店舗閉鎖を実施しており、平成28年９月30日現在の店舗数は、和装等小売店舗が99

店舗、宝飾小売店舗が17店舗となっております。

5）「卸売事業」

卸売事業におきましては、前期事業譲受した株式会社吉利が寄与したことにより、売上高は30億54百万円（前

年同四半期比6.2％増）となりました。また利益面につきましてもＭ＆Ａによる寄与のほか、既存卸売事業におい

て売上総利益率の改善や販売管理費の効率化を図ることで利益の向上に努めたことにより、セグメント損失12百

万円（前年同四半期はセグメント損失82百万円）となりました。
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6）「その他の事業」

その他の事業の事業内容は、主に堀田（上海）貿易有限公司の意匠撚糸の販売、株式会社ヤマノセイビングの

前払式特定取引業による手数料収益であります。

その他の事業の売上高は、３億55百万円（前年同四半期比0.9％減）となり、セグメント利益４百万円（前年同

四半期はセグメント損失０百万円）となりました。

　

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べて３億40百万円減少し123億66百万円

となりました。これは主に、現金及び預金が１億73百万円減少、受取手形及び売掛金が１億42百万円減少、電子

記録債権が54百万円減少、商品及び製品が２億47百万円増加、敷金及び保証金が２億９百万円減少したことによ

るものであります。

負債につきましては、前連結会計年度末に比べて１億74百万円減少し101億29百万円となりました。

その主な要因は、支払手形及び買掛金が85百万円増加、短期借入金が１億２百万円減少、未払法人税等が38百万

円減少、長期借入金が98百万円減少したことによるものであります。

純資産につきましては、前連結会計年度末に比べ１億65百万円減少し22億37百万円となりました。これは主に、

親会社株主に帰属する四半期純損失計上による利益剰余金30百万円の減少、剰余金の配当68百万円、非支配株主

持分54百万円の減少によるものです。

　

　第２四半期連結累計期間におけるキャッシュ・フロー

当第２四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という。）は、税金等調整前四半期純損

失が２百万円となり、前年同四半期連結会計期間末に比べ１億91百万円増加し12億55百万円となりました。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

営業活動の結果得られた資金は、１億43百万円（前年同四半期は２億66百万円の支出）となりました。

これは主に、税金等調整前四半期純損失２百万円に対し、売上債権の減少額１億78百万円、棚卸資産の増加額

２億33百万円、仕入債務の増加額１億48百万円によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

投資活動の結果得られた資金は、46百万円（前年同四半期は１億85百万円の支出）となりました。

これは主に、事業譲受による支出60百万円、有形固定資産の取得による支出45百万円、敷金及び保証金の差入

による支出32百万円、差入保証金の回収による収入２億６百万円によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

財務活動の結果支出した資金は、３億53百万円（前年同四半期は４百万円の支出）となりました。

これは主に、短期借入金の減少額１億２百万円、長期借入れによる収入１億33百万円、長期借入金の返済によ

る支出２億33百万円、配当金の支払額67百万円、非支配株主への配当金の支払額40百万円によるものであります。

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　平成29年３月期の業績予想につきましては、前回（平成28年５月13日付「平成28年３月期 決算短信」にて公表

しております。）の内容から変更はありません。

今後、業績予想に変更の必要が生じた場合には、速やかにお知らせいたします。

　なお、業績予想は、現時点で入手可能な情報に基づき作成しておりますが、実際の数値は今後様々な要因により

予想数値と異なる結果になる可能性があります。
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２．サマリー情報(注記事項)に関する事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動

　 該当事項はありません。

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

　 該当事項はありません。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

(会計方針の変更)

法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対

応報告第32号 平成28年６月17日）を第１四半期連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物

附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

なお、この変更に伴う損益に与える影響は軽微であります。

(４)追加情報

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を第１四

半期連結会計期間から適用しております。
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３．四半期連結財務諸表

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,917,381 1,743,994

受取手形及び売掛金 2,701,598 2,559,090

電子記録債権 169,360 115,231

商品及び製品 3,666,911 3,914,897

仕掛品 14,290 15,152

原材料及び貯蔵品 56,407 89,732

繰延税金資産 29,009 29,009

その他 339,206 373,513

貸倒引当金 △43,185 △43,826

流動資産合計 8,850,981 8,796,795

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 1,906,066 1,917,882

減価償却累計額 △1,339,802 △1,339,448

建物及び構築物（純額） 566,264 578,434

機械装置及び運搬具 13,873 13,873

減価償却累計額 △13,451 △13,484

機械装置及び運搬具（純額） 422 388

工具、器具及び備品 450,296 436,629

減価償却累計額 △403,767 △389,224

工具、器具及び備品（純額） 46,529 47,405

土地 743,633 743,633

リース資産 81,160 82,008

減価償却累計額 △39,963 △47,678

リース資産（純額） 41,197 34,329

有形固定資産合計 1,398,046 1,404,191

無形固定資産

のれん 237,919 209,785

その他 115,223 102,644

無形固定資産合計 353,142 312,430

投資その他の資産

投資有価証券 161,051 152,245

長期貸付金 27,682 12,657

繰延税金資産 92,544 90,992

敷金及び保証金 1,591,276 1,381,403

その他 322,817 299,627

貸倒引当金 △90,539 △83,540

投資その他の資産合計 2,104,832 1,853,384

固定資産合計 3,856,021 3,570,006

資産合計 12,707,003 12,366,802
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成28年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成28年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,797,134 2,882,698

電子記録債務 495,282 534,974

短期借入金 584,800 482,000

1年内償還予定の社債 36,400 36,400

1年内返済予定の長期借入金 440,444 438,960

未払金 673,339 639,909

前受金 1,829,343 1,817,973

未払法人税等 78,557 40,128

賞与引当金 78,557 80,908

返品調整引当金 29,905 28,598

ポイント引当金 52,008 51,941

株主優待引当金 4,321 4,321

資産除去債務 17,430 3,592

その他 419,689 466,217

流動負債合計 7,537,215 7,508,623

固定負債

社債 110,200 92,000

長期借入金 2,011,190 1,912,360

長期未払金 175,687 171,217

繰延税金負債 34,616 31,783

資産除去債務 327,910 325,938

その他 107,384 87,359

固定負債合計 2,766,989 2,620,658

負債合計 10,304,204 10,129,282

純資産の部

株主資本

資本金 100,000 100,000

利益剰余金 999,153 900,696

自己株式 △53,008 △53,008

株主資本合計 1,046,145 947,688

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 12,079 8,532

為替換算調整勘定 10,935 2,305

その他の包括利益累計額合計 23,015 10,837

非支配株主持分 1,333,638 1,278,994

純資産合計 2,402,798 2,237,520

負債純資産合計 12,707,003 12,366,802
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

売上高 10,418,321 12,536,765

売上原価 6,107,929 6,894,938

売上総利益 4,310,392 5,641,827

販売費及び一般管理費 4,427,427 5,610,740

営業利益又は営業損失（△） △117,035 31,087

営業外収益

受取利息及び配当金 3,578 3,585

受取地代家賃 6,347 6,576

助成金収入 250 9,113

協賛金収入 5,589 5,351

その他 18,728 15,088

営業外収益合計 34,493 39,715

営業外費用

支払利息 22,667 18,804

手形売却損 1,014 820

前受金復活損失 1,772 24,512

その他 13,831 17,249

営業外費用合計 39,285 61,386

経常利益又は経常損失（△） △121,827 9,416

特別利益

投資有価証券売却益 2,207 -

事業譲渡益 7,890 -

特別利益合計 10,098 -

特別損失

固定資産除却損 1,547 98

減損損失 967 907

店舗閉鎖損失 3,667 11,217

特別損失合計 6,182 12,224

税金等調整前四半期純損失（△） △117,911 △2,807

法人税、住民税及び事業税 28,300 30,412

法人税等調整額 △74 1,547

法人税等合計 28,226 31,960

四半期純損失（△） △146,137 △34,767

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △42,465 △4,374

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △103,672 △30,392
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

四半期純損失（△） △146,137 △34,767

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 11,762 △6,372

為替換算調整勘定 1,857 △15,455

その他の包括利益合計 13,620 △21,828

四半期包括利益 △132,517 △56,595

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △95,766 △42,571

非支配株主に係る四半期包括利益 △36,751 △14,024
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △117,911 △2,807

減価償却費 69,219 73,615

減損損失 967 907

のれん償却額 5,334 28,133

返品調整引当金の増減額（△は減少） △3,029 △1,307

賞与引当金の増減額（△は減少） △6,070 2,350

ポイント引当金の増減額（△は減少） △2,741 △67

貸倒引当金の増減額（△は減少） △67,312 △6,357

受取利息及び受取配当金 △3,578 △3,585

支払利息 22,667 18,804

手形売却損 1,014 820

有形固定資産除却損 1,547 98

事業譲渡損益（△は益） △5,039 -

売上債権の増減額（△は増加） 279,499 178,341

たな卸資産の増減額（△は増加） △168,892 △233,963

仕入債務の増減額（△は減少） △109,701 148,457

前受金の増減額（△は減少） 17,727 △10,467

その他 △118,097 31,606

小計 △204,397 224,580

利息及び配当金の受取額 2,129 3,569

利息の支払額 △9,292 △15,926

手形売却に伴う支払額 △1,014 △820

法人税等の支払額 △53,761 △68,271

営業活動によるキャッシュ・フロー △266,336 143,131

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の純増減額（△は増加） - 800

有形固定資産の取得による支出 △60,408 △45,155

無形固定資産の取得による支出 △1,050 △10,261

投資有価証券の取得による支出 △741 △771

投資有価証券の売却による収入 4,560 -

事業譲渡による収入 38,870 -

事業譲受による支出 △200,010 △60,000

貸付けによる支出 △2,726 △90

貸付金の回収による収入 2,401 2,477

敷金及び保証金の差入による支出 △10,245 △32,963

差入保証金の回収による収入 51,553 206,994

その他 △7,393 △14,583

投資活動によるキャッシュ・フロー △185,189 46,444
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(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成27年４月１日
　至 平成27年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日
　至 平成28年９月30日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 213,500 △102,800

長期借入れによる収入 - 133,600

長期借入金の返済による支出 △81,900 △233,914

社債の償還による支出 - △18,200

配当金の支払額 △67,879 △67,354

非支配株主への配当金の支払額 △40,539 △40,524

子会社の自己株式の取得による支出 △344 -

その他 △27,317 △24,070

財務活動によるキャッシュ・フロー △4,480 △353,263

現金及び現金同等物に係る換算差額 179 △8,881

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △455,827 △172,568

現金及び現金同等物の期首残高 1,520,071 1,427,813

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,064,244 1,255,244
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（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

　 該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．配当の支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年５月15日
取締役会

普通株式 68,962 2.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日 利益剰余金

２．基準日が第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。

当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．配当の支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成28年５月13日
取締役会

普通株式 68,080 2.00 平成28年３月31日 平成28年６月30日 利益剰余金

２．基準日が第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結会計期間の末日後

となるもの

該当事項はありません。
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成27年４月１日 至 平成27年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

美容 スポーツ ＤＳＭ 和装宝飾 卸売

売上高

外部顧客への売上高 1,181,238 1,509,806 1,295,073 3,197,261 2,876,409

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― 41,352

計 1,181,238 1,509,806 1,295,073 3,197,261 2,917,761

セグメント利益又は損失(△) 11,406 △145,754 24,339 69,829 △82,116

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

計

売上高

外部顧客への売上高 10,059,789 358,531 10,418,321 ― 10,418,321

セグメント間の内部売上高
又は振替高

41,352 22,389 63,741 △63,741 ―

計 10,101,141 380,920 10,482,062 △63,741 10,418,321

セグメント利益又は損失(△) △122,296 △944 △123,240 6,204 △117,035

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントである金融事業及びその他事業等を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額6,204千円には、セグメント間取引消去4,477千円、各報告セグメントに配分してい

ない全社費用4,429千円及び棚卸資産の調整額△2,702千円が含まれております。全社費用は、主に報告セグ

メントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。

　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

(単位：千円)

美容 スポーツ ＤＳＭ 和装宝飾 卸売 その他 全社・消去 合計

減損損失 ― ― ― 967 ― ― ― 967

（のれんの金額の重要な変動）

企業結合会計基準等の適用により、企業結合会計基準第58－２項（３）、連結会計基準第44－５項（３）及び

事業分離等会計基準第57－４項（３）に定める経過的な取扱いに従っており、過去の期間のすべてに新たな会計

方針を遡及適用した場合の第１四半期連結会計期間の期首時点の累積的影響額を資本剰余金及び利益剰余金に加

減しております。

この結果、第１四半期連結会計期間の期首において、のれんが105,850千円減少しております。
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Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成28年４月１日 至 平成28年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

美容 スポーツ ＤＳＭ 和装宝飾 卸売

売上高

外部顧客への売上高 1,097,724 1,488,728 1,207,078 5,333,734 3,054,108

セグメント間の内部売上高
又は振替高

34 ― ― ― 69,744

計 1,097,758 1,488,728 1,207,078 5,333,734 3,123,853

セグメント利益又は損失(△) △4,482 △130,919 21,971 187,023 △12,183

報告セグメント
その他
(注１)

合計
調整額
(注２)

四半期連結
損益計算書
計上額
(注３)

計

売上高

外部顧客への売上高 12,181,373 355,392 12,536,765 ― 12,536,765

セグメント間の内部売上高
又は振替高

69,779 20,338 90,118 △90,118 ―

計 12,251,153 375,731 12,626,884 △90,118 12,536,765

セグメント利益又は損失(△) 61,409 4,173 65,582 △34,495 31,087

(注) １ その他には、報告セグメントに含まれない事業セグメントである金融事業及びその他事業等を含んでおりま

す。

２ セグメント利益の調整額△34,495千円には、セグメント間取引消去4,477千円、のれんの償却額△22,799千

円、各報告セグメントに配分していない全社費用△11,976千円及び棚卸資産の調整額△4,196千円が含まれ

ております。全社費用は、主に報告セグメントに帰属しない一般管理費であります。

３ セグメント利益又は損失(△)は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（固定資産に係る重要な減損損失）

(単位：千円)

美容 スポーツ ＤＳＭ 和装宝飾 卸売 その他 全社・消去 合計

減損損失 907 ― ― ― ― ― ― 907
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